
(57)【要約】

　【課題】　弁作用金属の焼結体からなる陽極体に誘電

体皮膜層、固体電解質層、陰極引出層を順次形成し、前

記陽極体の一端面に植立された陽極リード部材に陽極リ

ードフレームを接続した固体電解コンデンサにおいて、

陽極リードフレーム基材として導電性・熱伝導率の高い

材料を用いても陽極リード部材と陽極リードフレームと

の接続強度の高い固体電解コンデンサを提供する。

　【解決手段】　前記陽極リードフレームの前記陽極リ

ード部材との接続部に、凹凸部、梨地加工部、ディンプ

ル加工部を設けることを特徴とする。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
弁 作 用 金 属 の 焼 結 体 か ら な る 陽 極 体 に 誘 電 体 皮 膜 層 、 固 体 電 解 質 層 、 陰 極 引 出 層 を 順 次 形
成 し 、 前 記 陽 極 体 の 一 端 面 に 陽 極 リ ー ド 部 材 が 植 立 さ れ 、 前 記 陽 極 リ ー ド 部 材 が 陽 極 リ ー
ド フ レ ー ム と 接 続 さ れ る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お い て 、 前 記 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム の 前 記 陽
極 リ ー ド 部 材 と の 接 続 部 に 凹 凸 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ２ 】
弁 作 用 金 属 の 焼 結 体 か ら な る 陽 極 体 に 誘 電 体 皮 膜 層 、 固 体 電 解 質 層 、 陰 極 引 出 層 を 順 次 形
成 し 、 前 記 陽 極 体 の 一 端 面 に 陽 極 リ ー ド 部 材 が 植 立 さ れ 、 前 記 陽 極 リ ー ド 部 材 が 陽 極 リ ー
ド フ レ ー ム と 接 続 さ れ る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お い て 、 前 記 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム の 前 記 陽
極 リ ー ド 部 材 と の 接 続 部 に 梨 地 加 工 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ３ 】
弁 作 用 金 属 の 焼 結 体 か ら な る 陽 極 体 に 誘 電 体 皮 膜 層 、 固 体 電 解 質 層 、 陰 極 引 出 層 を 順 次 形
成 し 、 前 記 陽 極 体 の 一 端 面 に 陽 極 リ ー ド 部 材 が 植 立 さ れ 、 前 記 陽 極 リ ー ド 部 材 が 陽 極 リ ー
ド フ レ ー ム と 接 続 さ れ る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お い て 、 前 記 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム の 前 記 陽
極 リ ー ド 部 材 と の 接 続 部 に デ ィ ン プ ル 加 工 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 固 体 電 解 コ ン デ ン
サ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 加 工 し た 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム を 用 い た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 固 体 電 解 コ ン デ ン サ と し て 図 ５ に 示 す 構 造 の も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ は 、 弁 作 用 金 属 （ タ ン タ ル 、 ニ オ ブ 、 チ タ ン 、 ア ル ミ ニ ウ ム 等
） の 焼 結 体 か ら な る 陽 極 体 １ 表 面 に 、 該 陽 極 体 表 面 を 酸 化 さ せ た 誘 電 体 皮 膜 層 ２ 、 二 酸 化
マ ン ガ ン 等 の 導 電 性 無 機 材 料 、 或 い は Ｔ Ｃ Ｎ Ｑ 錯 塩 、 導 電 性 ポ リ マ ー 等 の 導 電 性 有 機 材 料
か ら な る 固 体 電 解 質 層 ３ 、 カ ー ボ ン 、 銀 等 か ら な る 陰 極 引 出 層 ４ を 順 次 形 成 し て コ ン デ ン
サ 素 子 １ ５ を 構 成 し 、 前 記 陽 極 体 １ の 一 端 面 に 植 立 さ れ た 陽 極 リ ー ド 部 材 １ ６ に 陽 極 リ ー
ド フ レ ー ム ２ ０ を 接 続 し 、 前 記 陰 極 引 出 層 ４ に 陰 極 リ ー ド フ レ ー ム ２ １ を 導 電 性 接 着 材 ５
に よ り 接 続 し 、 前 記 コ ン デ ン サ 素 子 １ ５ の 外 側 に エ ポ キ シ 樹 脂 等 か ら な る 外 装 樹 脂 層 ７ に
て 被 覆 密 封 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の よ う な 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に 用 い る リ ー ド フ レ ー ム 基 材 と し て は 、 表 面 酸 化 が 少
な い こ と 、 引 張 り 強 度 が 大 き い こ と 、 延 性 が 充 分 で 曲 げ 加 工 性 に 富 む こ と 、 高 温 特 性 た と
え ば  250℃ 以 上 の 温 度 に お け る 機 械 的 強 度 が す ぐ れ て い る こ と 、 は ん だ と の 濡 れ 性 や 耐 候
性 が 良 好 で あ る こ と 、 エ ッ チ ン グ 性 が 良 好 で あ る こ と 、 プ レ ス 打 抜 き 性 や プ レ ス 曲 げ 性 の
よ う な 加 工 性 が す ぐ れ る こ と 等 の 要 件 を 具 備 す る こ と が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ら の 特 性 を 比 較 的 よ く 満 足 し て い る こ と か ら 、 リ ー ド フ レ ー ム 基 材 と し て は 従 来 か
ら 42Ｎ ｉ ー Ｆ ｅ 合 金 が 使 用 さ れ て き た が 、 価 格 の 点 で 未 だ 満 足 で き る も の で は な く 、 ま た
製 造 面 で も 直 接 は ん だ づ け が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 低 Ｅ Ｓ Ｒ （ 直 列 等 価 抵
抗 ） 品 が 市 場 か ら 求 め ら れ て き て い る と い う こ と も あ り 、 近 年 、 Ｃ ｕ の 強 度 不 足 を Ｆ ｅ ，
Ｎ ｉ ， Ｓ ｎ ， Ｃ ｒ ， Ｚ ｒ な ど で 補 っ た Ｃ ｕ を 主 成 分 と す る 合 金 が 広 く 使 用 さ れ る よ う に な
っ て き て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）
　 図 ４ （ ａ ） は 、 従 来 の 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム ２ ０ の 陽 極 リ ー ド 部 材 １ ６ と の 接 続 部 ２ ２ を
示 す 部 分 下 面 図 で あ り 、 同 （ ｂ ） 図 は 線 Ｄ － Ｄ に 沿 っ て 切 断 し た 部 分 断 面 図 で あ る 。 従 来
の 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム ２ ０ は 板 状 の も の を 用 い 、 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム ２ ０ の 陽 極 リ ー ド 部
材 １ ６ と の 接 続 部 ２ ２ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 平 面 の も の が 用 い ら れ て い る 。 前 記 陽 極 リ ー
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ド フ レ ー ム ２ ０ と 前 記 陽 極 リ ー ド 部 材 １ ６ は 抵 抗 溶 接 に よ り 接 続 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ３ － ２ ９ ３ １ ４ ７ 号 公 報 （ 第 １ 頁 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 近 年 、 広 く 使 用 さ れ る よ う に な っ て き た Ｃ ｕ 又 は Ｃ ｕ を 主 成 分 と す る 合
金 等 の 高 導 電 率 を 有 す る 金 属 材 料 は 、 そ の 高 導 電 性 及 び 高 熱 伝 導 性 に よ り 抵 抗 溶 接 の 溶 接
強 度 が 安 定 し な い 。 そ の た め 、 そ の 後 の 工 程 で 陽 極 リ ー ド 部 材 １ ６ と 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム
２ ０ と の 溶 接 が は ず れ て 歩 留 り が 低 下 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 鑑 み 、 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム ２ ０ の 陽 極 リ ー ド 部 材 １ ６ と の 接 続 部
２ ２ の 形 状 を 改 良 す る こ と に よ り 、 前 記 陽 極 リ ー ド 部 材 １ ６ と 前 記 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム ２
０ と の 溶 接 強 度 を 向 上 さ せ 、 溶 接 不 良 に よ る 歩 留 り を 改 善 し た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 弁 作 用 金 属 の 焼 結 体 か ら な る 陽 極 体 １ に 誘 電 体 皮 膜 層 ２ 、 固 体 電 解 質 層 ３ 、
陰 極 引 出 層 ４ を 順 次 形 成 し 、 前 記 陽 極 体 １ の 一 端 面 に 陽 極 リ ー ド 部 材 １ ６ が 植 立 さ れ 、 前
記 陽 極 リ ー ド 部 材 １ ６ が 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム ２ ０ に 接 続 さ れ る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お い
て 、 前 記 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム ２ ０ の 前 記 陽 極 リ ー ド 部 材 １ ６ と の 接 続 部 ２ ２ に 、 凹 凸 部 、
梨 地 加 工 部 、 デ ィ ン プ ル 加 工 部 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 形 状 の 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム を 用 い る こ と に よ り 、 リ ー ド フ レ ー ム 基 材 と し て Ｃ ｕ 又
は Ｃ ｕ を 主 成 分 と す る 合 金 等 の 導 電 性 ・ 熱 伝 導 性 の 高 い 材 料 を 用 い て も 、 抵 抗 溶 接 の 初 期
段 階 に お け る 溶 接 が ス ム ー ズ に 行 わ れ る た め 、 抵 抗 溶 接 の 強 度 が 向 上 、 安 定 す る 。 よ っ て
、 溶 接 不 良 を 防 ぎ 歩 留 り を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に お け る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 図 ５ に 示 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ は 、 タ ン タ ル 焼 結 体 か ら な る 陽 極 体 １ 表 面 に 、 該 陽 極 体 表 面 を
酸 化 さ せ た 誘 電 体 皮 膜 層 ２ 、 導 電 性 ポ リ マ ー か ら な る 固 体 電 解 質 層 ３ 、 カ ー ボ ン 、 銀 等 か
ら な る 陰 極 引 出 層 ４ を 順 次 形 成 し て コ ン デ ン サ 素 子 １ ５ を 構 成 し 、 前 記 陽 極 体 １ の 一 端 面
に 植 立 さ れ た 陽 極 リ ー ド 部 材 １ ６ に 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム ２ ０ を 抵 抗 溶 接 に よ り 接 続 し 、 前
記 陰 極 引 出 層 ４ に 陰 極 リ ー ド フ レ ー ム ２ １ を 導 電 性 接 着 材 ５ に よ り 接 続 し 、 前 記 コ ン デ ン
サ 素 子 １ ５ の 外 側 に エ ポ キ シ 樹 脂 等 か ら な る 外 装 樹 脂 層 ７ に て 被 覆 密 封 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で リ ー ド フ レ ー ム フ レ ー ム 基 材 と し て Ｃ ｕ 又 は Ｃ ｕ を 主 成 分 と す る 合 金 を 用 い る 。
陽 極 リ ー ド 部 材 １ ６ に 接 続 す る 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム ２ ０ に つ い て 、 以 下 の 実 施 例 を 示 し て
説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ （ ａ ） は 、 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム ２ ０ の 陽 極 リ ー ド 部 材 １ ６ と の 接 続 部 ２ ２ を 示 す 部
分 下 面 図 で あ り 、 同 （ ｂ ） 図 は 線 Ａ － Ａ に 沿 っ て 切 断 し た 部 分 断 面 図 で あ る 。 前 記 陽 極 リ
ー ド フ レ ー ム ２ ０ の 長 手 方 向 に 略 垂 直 に 溝 ３ ０ を 設 け て い る 。 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 溝
の 縁 部 に は 例 え ば プ レ ス 加 工 等 に よ る 盛 り 上 が り 部 が あ る が 、 例 え ば エ ッ チ ン グ 加 工 等 に
よ り 前 記 盛 り 上 が り 部 が 無 い も の で も 同 様 の 効 果 を 有 す る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 図 ２ （ ａ ） は 、 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム ２ ０ の 陽 極 リ ー ド 部 材 １ ６ と の 接 続 部 ２ ２ を 示 す 部
分 下 面 図 で あ り 、 同 （ ｂ ） 図 は 線 Ｂ － Ｂ に 沿 っ て 切 断 し た 部 分 断 面 図 で あ る 。 前 記 接 続 部
２ ２ 表 面 に 梨 地 加 工 部 ３ １ を 設 け て い る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ （ ａ ） は 、 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム ２ ０ の 陽 極 リ ー ド 部 材 １ ６ と の 接 続 部 ２ ２ を 示 す 部
分 下 面 図 で あ り 、 同 （ ｂ ） 図 は 線 Ｃ － Ｃ に 沿 っ て 切 断 し た 部 分 断 面 図 で あ る 。 前 記 接 続 部
２ ２ 表 面 に デ ィ ン プ ル 加 工 部 ３ ２ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 形 状 の 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム を 用 い る こ と に よ り 、 抵 抗 溶 接 の 初 期 段 階 に お け る 溶 接
が ス ム ー ズ に 行 わ れ る た め 、 抵 抗 溶 接 の 強 度 が 向 上 、 安 定 す る 。 よ っ て 、 溶 接 不 良 を 防 ぎ
歩 留 り を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 実 施 例 で は 、 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム 基 材 と し て Ｃ ｕ 又 は Ｃ ｕ を 主 成 分 と す る 合 金 を 用 い た
が 、 導 電 性 ・ 熱 伝 導 性 の 高 い 材 料 で あ れ ば こ れ に 限 ら ず 、 同 様 に 陽 極 リ ー ド 部 材 と 陽 極 リ
ー ド フ レ ー ム と の 抵 抗 溶 接 不 良 を 防 止 す る こ と が で き る 。 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム の 溝 形 状 と
し て 、 実 施 例 で は 図 １ の よ う な 形 状 を 用 い た が 、 溝 ３ ０ の 形 状 ・ 個 数 ・ 配 置 は 限 定 さ れ な
い 。 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム ２ ０ の 陽 極 リ ー ド 部 材 １ ６ と の 接 続 部 ２ ２ に 凹 凸 が 形 成 さ れ て い
れ ば 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ に お け る 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム の 部 分 下 面 図 及 び 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 ２ に お け る 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム の 部 分 下 面 図 及 び 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 ３ に お け る 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム の 部 分 下 面 図 及 び 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 例 に お け る 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム の 部 分 下 面 図 及 び 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 及 び 従 来 例 に よ る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
１ 　 陽 極 体
２ 　 誘 電 体 皮 膜 層
３ 　 固 体 電 解 質 層
４ 　 陰 極 引 出 層
５ 　 導 電 性 接 着 材
７ 　 外 装 樹 脂 層
１ ５ 　 コ ン デ ン サ 素 子
１ ６ 　 陽 極 リ ー ド 部 材
２ ０ 　 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム
２ １ 　 陰 極 リ ー ド フ レ ー ム
２ ２ 　 陽 極 リ ー ド フ レ ー ム の 陽 極 リ ー ド 部 材 と の 接 続 部
３ ０ 　 溝
３ １ 　 梨 地 加 工 部
３ ２ 　 デ ィ ン プ ル 加 工 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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